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コンピュータ演習で学ぶこと

学部で勉強していくのに必要な最低限のコン
ピュータの使い方

(1)Office (Word, Excel, PowerPoint)
＋ コンピュータ概論 藤

(1)R 三浦、吉野



成績評価

紙ベースの定期試験（持ち込み無し）により、コンピュータの概要の知識、
アプリケーションソフト（ワード、エクセル、パワーポイント）の処理に関する知識、
またRを利用したプログラミングや統計解析の理解度を評価する。

定期試験ができない場合は，オンライン試験とレポート課題で成績を評価する



Outline

• 何故、生命科学にコンピュータが必要か？
• 情報とは何か？
• コンピュータの基礎知識



何故、生命科学にコンピュータが必要か？

• ビッグデータ化する生命科学

かつては「データの洪水」などといわれ、大量データ
の処理にネガティブなイメージがあった

現在は、ビッグデータの活用が注目されている



ビッグデータ化する分子生命科学

アミノ酸配列/塩基配列

ゲノム

トランスクリプトーム

コンピュータによる
データマイニング

立体構造

新たな生物学的
知識の発見

バイオインフォマティクス

情報解析は生命科学に必須の技術となってきた !!
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情報とは何か？



情報

細胞
構成要素 （material)：細胞は様々な分子で構成されている
エネルギー (energy)：細胞の活動には、エネルギーが必要

自動車
構成要素 （material)：様々な部品
エネルギー (energy)：ガソリンの燃焼から得られる

しかし、細胞や自動車の活動は物質とエネルギーだけで説明できるか？

細胞の分裂、分化、運動
自動車のガソリンの燃焼の制御、運転者の意思の伝達

３つ目の概念が必要：情報(information)

※ まめ知識：情報という用語は、森鴎外がクラウゼヴィッツの「戦争論」の翻訳の
際に造語したのが始まりといわれている



情報
じょう-ほう【情報】ジヤウ-
1 ある物事の内容や事情についての知らせ。インフォメーション。「事件につ
いての―を得る」「―を流す」「―を交換する」「―がもれる」「極秘―」

2 文字•数字などの記号やシンボルの媒体によって伝達され、受け手に状
況に対する知識や適切な判断を生じさせるもの。「―時代」

3 生体系が働くための指令や信号。神経系の神経情報、内分泌系のホル
モン情報、遺伝情報など。

Mac辞書より

ウィーナーは
「物質とエネルギーの時間的•空間的•量的•質的なパターン」
を情報と定義している

「知らせ（＝情報）」が蓄積されると、「知識」となる



データマイニング

（大量の）

データ

(コンピュータを使った）

情報処理

新たな知識発見

７万もの科学論文 Watsonによる処理 P53と相互作用する
因子の予測

例：



情報科学

• 情報とは何か
• 情報をどのように扱うか

コンピュータ = 情報を扱うための道具
コンピュータの誕生により高度な情報処理（information 
processing)ができるようになった。

情報科学 = 計算機科学 (computer science)
• コンピュータそのものの研究
• コンピュータの利用に関連する研究



コンピュータの基礎知識

• コンピュータの基本的な機能

• ソフトウェア



コンピュータの基礎知識

• コンピュータの基本的な機能

• ソフトウェア



コンピュータの基本的な機能

コンピュータは5つの装置で構成される
（１）入力装置

（２）記憶装置

（３）演算装置

（４）制御装置

（５）出力装置



入力装置 記憶装置 出力装置

主記憶装置

補助記憶装置

制御装置

演算装置



入力装置 記憶装置 出力装置

主記憶装置

補助記憶装置

制御装置

演算装置



入力装置

キーボード
主に文字入力を行う

アルファベット、数字、記号、動作用のキー(Ctrlなど）で構成
動作用キーとアルファベットを組み合わせることで、ファイル

の保存や、検索などマウス操作の代用ができる

マウス
ディスプレイ上に表示されるポインター（矢印）やアイコンを

操作するポインティングデバイスとよばれる機器の一つ



ホイール

スクロールに使用

ボタン

Windows２個、Mac1個



その他のポインティングデバイス

タッチパッド トラックボール



入力装置 記憶装置 出力装置

主記憶装置

補助記憶装置

制御装置

演算装置



出力装置

ディスプレイ
操作画面や処理結果を表示する機器

ディスプレイのサイズは画面の対角線の長さ(inch)で表現
ディスプレイでは画像は小さな点(ドット）が集まって表現
ドットに色情報も加味した概念がピクセル。

解像度：1920ピクセル x 1200ピクセルの場合は、画素数は、
230400。

プリンタ
コンピュータから送られた情報を、紙などの媒体に印刷する機器



その他の出力装置

プロジェクタ

プロッタ 大判プリンタに取って代わられている

スピーカー

イヤフォン



入力装置 記憶装置 出力装置

主記憶装置
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記憶装置

情報を記憶する装置

主記憶装置：CPU(後述、演算装置のこと）が直接アクセ
スして演算に利用できる。揮発性(コンピュータの電源を
切ると情報が消えること）。メモリ

補助記憶装置：CPUが直接アクセスできない。補助記憶
装置の内容は、いったんメモリに呼び出されてからCPU
で利用される。不揮発性（電源を切っても情報が消えな
い）なのでデータの保存に適している。
ハードディスク, CD, DVD



演算装置にとっては、すぐに利用できる状態の情報が

多ければ、ハードディスクからの情報を読み出す回数
が減るので、全体の処理速度は向上する。

メモリ容量の大きなコンピュータの方が性能は高い

メモリとコンピュータの処理速度



補助記憶装置の挿抜

補助記憶装置には、コンピュータ内部にあり、
取り外しができないものと、容易に取り外せるも
のがある。

内蔵ハードディスクは通常は取り外せない

取り外しの容易なものはリムーバブルメディアと
呼ばれており、USBメモリや外付けハードディス
クなどがある。



入力装置 記憶装置 出力装置

主記憶装置
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CPU (Central Processing Unit)
中央演算装置

制御装置と演算装置は密接に関係しており、
CPUに一体化されている。

• 演算機能
• 制御機能
• レジスタ
• クロック回路

の４つの機能を持つ

レジスタ：演算の命令や演算に使うデータを格納。記憶装置の１種



CPUの処理の順序

①命令の読み出し

②命令の解読

③命令の実行

④結果の書き込み



命令１：データAを読み出す

命令2：データBを読み出す

命令3：データAとデータBを加える

命令4：結果をメモリのデータCに書き込む

0000

0010

0020

0040

メモリアドレス プログラム

データA：データAの値

データB：データBの値

データC：データCの値

1030

1040

2030

データ

メモリ

処理１

処理２

処理３

処理4

処理5

処理6

処理7

参考図書2参照



処理１のCPU内での実行

プログラムカウンタ
0000番地

0010番地
処理２のアドレスが
設定

メモリ中の0000番地の命令
（命令１）の取り出し①命令の読み出し

(フェッチ）

命令レジスタ

命令1を記憶
②命令の解読
（デコード）

レジスタ

制御装置

③命令の実行
データAの値の取り出し

メモリ

演算装置
汎用レジスタ

データAを記憶

http://www.kumikomi.net/archives/2009/11/post_23.php 参照

④結果の書き込み

http://www.kumikomi.net/archives/2009/11/post_23.php


処理5-7におけるレジスタと演算装置

汎用レジスタ

データA データB

演算装置

データA データB

結果

結果 データC

メモリ

処理5

処理6

http://itpro.nikkeibp.co.jp/article/lecture/20070820/279875/?rt=nocnt 参照

http://itpro.nikkeibp.co.jp/article/lecture/20070820/279875/?rt=nocnt


CPUに冷却が必要な訳

CPUの中で、プログラムやデータは二進数で表現
電流が流れる（１）か、流れない（０）か

CPU内部の微細な回路に大量の電流が流れていてる

回路に電流が流れるたびに、配線の電気抵抗で発熱

大きな熱を持った電子回路は正常に機能しないので、
ファンなどで冷却されている



https://www.youtube.com/shorts/9R4A9G6Udz8
より

https://www.youtube.com/shorts/9R4A9G6Udz8


クロック回路

CPUの動作のタイミングとなるクロック信号を発
生させる。

クロック周波数が大きいほど、処理速度は速い

CPUの処理速度は現在GHz（ギガヘルツ）単位
で表現

例:Intel Core i7 3820 は3.6GHz



集積化からマルチコアへ

集積化：１枚の半導体チップにスイッチのオン、
オフを行うトランジスタを多く搭載（集積化）で演
算機能を向上

Intel 4004   (1971)    2300個のトランジスタ

Intel Core i7     7億3100万個のトランジスタ



ムーアの法則
インテル創業者の一人であるゴードン・ムーアが、1965年に自
らの論文上で唱えた「半導体の集積率は18か月で2倍になる」
という半導体業界の経験則

https://www.semiconportal.com/archive/blog/insiders/oowada/post-205.html より

https://www.semiconportal.com/archive/blog/insiders/oowada/post-205.html


マルチコア

集積化するだけではなく、CPUの演算機能の中
心であるプロセッサコアを複数搭載

並列処理で処理速度をあげる

http://ascii.jp/elem/000/000/561/561198/index-4.html



MacBookAirをApple Storeで購入する際のカスタマイズ





コンピュータの基礎知識

• コンピュータの基本的な機能

• ソフトウェア



ソフトウェアとは

ハードウェアに対する概念、ハードウェアを利用する技術。
オペレーティングシステムとその上で動作するプログラム
全般をさす

ソフトウェアの種類
(1)オペレーティングシステム (OS)
(2) ミドルウェア
(3)応用ソフトウェア（アプリケーション）

コンピュータはソフトウェアがなければただの箱

http://www.pcpulab.mydns.jp/main/it/chapter1_3.htm



(1) オペレーティングシステム

• Operating System (OS), 基本ソフトともよばれる
• ユーザやアプリケーション（後述）と、ハードウェアの
間に位置し、そのインターフェイスを提供し、また
ハードウェアなどのリソースの効率的な管理を行う。

• Windows, MacOS, UNIXなど
• スマフォのOSとしては

iOS (Apple), Android



(2) ミドルウェア

• OSとアプリケーションの中間にあたるソフト
データベースメネージメントシステム(DBMS)、
webサーバ、アプリケーションサーバなど、
(1) OSの機能を拡張
(2) アプリケーションの汎用的機能を集めたもの
をさす



(3) アプリケーションソフトウェア

特定の目的、業務のために設計、開発されたソフト
ウェア。OSの環境下で動作

(1)ワープロ、表計算ソフト、プレゼンテーションソフ
ト、ウェブブラウザ、メディアプレーヤーなど、既
存のフリー、あるいは商用ソフト

(2) ユーザが目的に応じて作成 (プログラミング）し
たもの



プログラムの作り方

コンピュータ(CPU)は機械語（ネイティブコード, マシン語）の二進法で表現
（電流が流れるか、流れないか）しか理解できない

機械語やCPUの命令に近いアセンブリ言語は人間が理解しないくく
低級言語とよばれる

人間が理解しやすい高級言語でプログラムを作成し、それを機械語に
翻訳して実行。高級言語で作成されたプログラムをソースコードとよぶ

翻訳には二種類のやり方がある
コンパイラ：ソースコードを機械語に一括変換するソフトウェア

この翻訳処理をコンパイルとよぶ

インタプリタ：プログラム中の処理を、一つの命令ごとに翻訳して実行する
ソフトウェア



参考図書2 参照

CPUが違うと機械語も異なる。
Windowsでコンパイルしたプログラムは、Macでは実行できない



プログラム言語
（高級言語）

• コンパイル言語
C言語、C++言語、Java

• インタープリタ言語
Perl, Ruby, Python, R, JavaScript



参考図書２参照



この講義で学ぶこと

• 代表的なアプロケーションソフトである
MicroSoft Word, Excel, PowerPointの使用法を
学ぶ

• 高級言語Rによるプログラミングの初歩を学ぶ



参考図書

1. 系統看護学講座基礎8

情報科学
中井正孝、石井トク、中村洋一、本田正幸、山内一史

医学書院

2.   史上最強カラー図解
プロが教えるパソコンのすべてがわかる本
平沢茂一監修

ナツメ社


